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プロ野球選手名鑑 2007年

1 大嶺祐太
投手 オオミネ・ユウタ

右投左打／184cm80kg
19歳1年目／06高・1巡目

八重山商工高

駆け引 C／守・牽制 C

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／将来200勝の夢も持
たせる大器。潜在能力は規格外。素質
だけで140キロ後半の速球と高速スラ
イダーを投げる。フィールディングも
敏捷かつ正確だ。高校時は故障も多く、
まずはしっかり体をつくる。■観戦ポ
イント／指にかかったときのホップ。
ストライクゾーンの真っすぐで空振り
が取れる。■お節介アドバイス／故郷
の島以外での生活は初。さまざまな誘
惑に惑わされぬよう人間的にも大きく
成長し、球史に残る投手になれ！

36 黒滝将人
投手 クロタキ・マサト

右投右打／183cm83kg
19歳1年目／06高・3巡目

札幌日大高

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／将来性豊かな右腕。
一昨年夏から秋にかけて持ち味の腕の
振りがさらに豪快になり、スピード、
カーブのキレとも一段と成長した。無
類の練習熱心で、投げれば投げるほど
いい味を出しそうな隠れた逸材だ。■
観戦ポイント／重量感とマウンド上で
の風格を兼ね備えた力の投球。■お節
介アドバイス／高校時代はその雄大な
スケールの対極にあるスキや詰めの甘
さが見受けられた。ピッチングスタイ
ルに自分なりの創意工夫を凝らしたい。

0 荻野忠寛
投手 オギノ・タダヒロ

右投右打／174cm72kg
25歳1年目／06大社・4巡目

桜美林高→神奈川大→日立製作所

新人選手
活躍予想 竹↑

■どんな選手？／即戦力候補の右腕。
社会人を経験し、外角のコントロ－ル
が格段によくなった。タテのカーブと
動く真っすぐが武器のリリーフタイプ
だ。■観戦ポイント／打者にとって球
種判別しにくい腕の振り。■お節介ア
ドバイス／短いイニングで継投する傾
向のあるチームだが、彼は打者一巡を
投げさせてみたい投手。いずれにせよ、
中継ぎでフルに起用される可能性が十
分に考えられる。小柄な体格だけにア
フターケアは念入りに行いたい。

38 中郷大樹
投手 ナカゴウ・タイキ

右投右打／178cm75kg
23歳1年目／06大社・6巡目

那賀高→JR四国

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／将来性豊かな右腕。
社会人時代、05年は肩痛で不本意な成
績。しかし昨年は巻き返す奮投を見せ
た。肩の回復途上でも常時140キロ台
前半をマークする潜在能力は魅力。■
観戦ポイント／力の投球術。一見、本
格派の印象も、消える体感のスライダ
ーを武器に内外角を広く使うことがで
きる。■お節介アドバイス／目指すタ
イプはチームの先輩・小林宏。スライ
ダーとフォークのコンビネーションを
盗めるような実力をつけよう。

57 佐藤賢治
外野手 サトウ・ケンジ

右投左打／181cm78kg
19歳1年目／06高・2巡目

横浜高

守備力 C／走塁力 B

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／将来の中軸候補。昨
春のセンバツでは優勝に大きく貢献。
長打力に柔軟なバットコントロール、
野手の頭の高さで返球を長く伸ばせる
強肩、そして俊足と能力満載だ。■観
戦ポイント／グリップを高く構え、懐
が広い打席の姿。投手は魅入られたよ
うに好球を投げてしまいそう。■お節
介アドバイス／時に気分屋な面をのぞ
かせ、プレーに粗さがあるのは玉にキ
ズ。攻守にキメの細かさと丁寧さが出
れば、高い能力を生かせるはず。

55 神戸拓光
外野手 コウベ・タクミ

右投左打／191cm98kg
22歳1年目／06大社・3巡目
土浦日大高→流通経済大

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／和製大砲になれる好
素材。05年後半から抜群の体躯を生か
した長距離打者として台頭。体にキレ
が出れば、将来は年間40本も望める器
だ。■観戦ポイント／ツボに来た時の
140メートルの放物線。プロでも稀な
アーチを描き、打ち損じても右中間へ
ライナーが襲う。■お節介アドバイ
ス／好球以外には粘り強さがイマイ
チ。何とかヒットにしようとするがむ
しゃらさがほしい。また、変化球に崩
された時の落胆を表に出さぬように。

69 江口亮輔
投手 エグチ・リョウスケ

左投左打／175cm77kg
23歳1年目／06大社・5巡目

大成高→愛知学院大

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／即戦力候補の左腕。
大学2年時に注目された後に伸び悩ん
だが、4年秋になって復活。真っすぐ
は140キロをマークするようになり、
カーブも本来の落差を取り戻した。■
観戦ポイント／独特の変化のカーブ。
一度ホップしてからタテに急激に落ち
る。直球との球速差は約40キロ。■お
節介アドバイス／最大の武器であるカ
ーブをさらに磨くことが課題。心身に
タフさがあり、頼りになる中継ぎとし
て藤田の後継者を目指してみては？

61 角中勝也
外野手 カクナカ・カツヤ

右投左打／180cm80㎏
20歳1年目／06大社・7巡目

日本航空ニ高→高知ファイティングドッグス

新人選手
活躍予想 梅↑

■どんな選手？／将来の伸びに期待し
たい外野手。高校時からのシュアで勝
負強い打撃は四国リーグの実戦でも光
った。右脇を少し空けて、ややアッパ
ー気味の独特なスイング軌道が持ち味。
■観戦ポイント／きれいなタテの回転
で伸びてくるロングスロー。コントロ
ールもよく、タッチプレーのしやすい
球を投げる。■お節介アドバイス／ロ
ッテの外野陣でもトップクラスの強肩
は魅力。まずは返球精度をチームNo.1
にして、首脳陣にアピールしたい。

守備力 B／走塁力 B 駆け引 C／守・牽制 B

駆け引 C／守・牽制 C 駆け引 C／守・牽制 A

守備力 C／走塁力 C 駆け引 C／守・牽制 C
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2
年
ぶ
り
の
プ
レ
ー
オ
フ
進
出
を
目
指

す
マ
リ
ー
ン
ズ
。
05
年
日
本
一
の
原
動
力

と
な
っ
た
投
手
陣
は
昨
季
不
調
な
が
ら
も

ス
タ
ッ
フ
は
健
在
で
、
攻
撃
陣
は
的
確
な

補
強
に
成
功
し
た
。
十
分
に
目
標
到
達
が

可
能
な
チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

先
発
陣
は
5
年
連
続
2
ケ
タ
勝
利
の
清

水
が
軸
で
、
昨
季
10
勝
の
小
林
宏
、
渡
辺

俊
、
小
野
、
久
保
と
計
算
で
き
る
投
手
5

人
が
そ
ろ
う
。
昨
季
の
渡
辺
、
久
保
は
負

け
越
し
た
が
、
ロ
ー
テ
を
守
っ
て
の
結
果

ゆ
え
に
巻
き
返
せ
る
は
ず
。
さ
ら
に
は
若

手
左
腕
の
成
瀬
、
新
外
国
人
の
呉
も
候
補

と
な
る
。リ
リ
ー
フ
陣
は
抑
え
の
小
林
雅
、

セ
ッ
ト
ア
ッ
パ
ー
の
薮
田
、
藤
田
が
今
季

も
確
立
し
、
目
立
つ
綻
び
は
な
い
。

一
方
、
打
線
は
ズ
レ
ー
タ
の
加
入
に
よ

り
、
福
浦
、
ベ
ニ
ー
と
組
む
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
を
固
定
で
き
る
の
が
大
き
い
。
破
壊

力
が
増
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
も

打
率
を
残
せ
る
の
で
安
定
感
が
あ
る
。
し

か
も
、
こ
れ
で
下
位
打
線
に
里
崎
、
今
江
、

サ
ブ
ロ
ー
を
置
け
る
の
は
強
み
。
特
に
、

昨
季
は
捕
手
に
し
て
4
番
も
務
め
た
里
崎

は
負
担
が
減
り
、
守
備
と
リ
ー
ド
面
も
好

転
す
る
は
ず
だ
。
ま
た
、
1
番
は
T
S
U

Y
O
S
H
I
で
決
ま
り
だ
が
、
2
番
の
堀

は
高
齢
の
ベ
テ
ラ
ン
だ
け
に
フ
ル
出
場
は

厳
し
い
。セ
カ
ン
ド
候
補
で
も
あ
る
青
野
、

根
元
の
台
頭
が
期
待
さ
れ
る
。

助
っ
人
を
頼
り
に
し
つ
つ
、
T
S
U
Y

O
S
H
I
、
今
江
を
筆
頭
に
生
え
抜
き
も

伸
び
て
い
る
野
手
陣
。そ
の
な
か
で
大
松
、

青
野
と
い
う
若
手
も
台
頭
し
て
き
た
。
今

季
は
そ
の
成
長
過
程
が
見
逃
せ
な
い
。

昨
シ
ー
ズ
ン
8
本
塁
打
と
長
打
力
が
開

花
し
つ
つ
あ
る
大
松
は
、
プ
ロ
1
号
が
満

塁
弾
。
青
野
も
満
塁
で
プ
ロ
初
本
塁
打
を

放
つ
と
、
な
ん
と
2
本
目
も
満
塁
と
、
2

人
と
も
ド
派
手
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
外
野

手
の
大
松
は
ワ
ト
ソ
ン
が
当
面
の
ラ
イ
バ

ル
で
、
セ
カ
ン
ド
の
青
野
は
堀
の
後
継
者

と
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
獲
り
を
目
指
す
。

堀
の
後
継
候
補
と
し
て
は
も
う
1
人
、

根
元
が
い
る
。
彼
は
昨
季
1
年
目
な
が
ら

フ
ァ
ー
ム
で
打
率
・
3
4
3
を
残
し
、
イ

ー
ス
タ
ン
首
位
打
者
を
獲
得
。
1
軍
で
は

結
果
を
残
せ
な
か
っ
た
が
、
守
備
力
で
青

野
を
し
の
い
で
い
る
。
果
た
し
て
ど
ち
ら

が
抜
擢
さ
れ
る
の
か
、
注
目
し
た
い
。

磐
石
に
見
え
る
リ
リ
ー
フ
陣
だ
が
、
小

林
雅
は
今
年
33
歳
、
薮
田
は
34
歳
、
藤
田

は
35
歳
。
や
や
高
齢
化
し
て
い
る
印
象
が

否
め
な
い
。
昨
年
は
薮
田
の
故
障
離
脱
も

あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
ろ
そ
ろ
次
代
へ
の
準

備
が
必
要
だ
。
そ
の
点
、
新
人
で
リ
リ
ー

フ
向
き
の
荻
野
、
左
の
松
本
は
即
戦
力
の

器
。
う
ま
く
起
用
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
守
備
面
の
懸
念
は
外
野
陣
。
昨

季
の
失
策
数
は
リ
ー
グ
ワ
ー
ス
ト
タ
イ
。

今
季
も
両
サ
イ
ド
が
ベ
ニ
ー
、
ワ
ト
ソ
ン

だ
と
危
な
っ
か
し
い
。
特
に
ワ
ト
ソ
ン
の

ラ
イ
ト
は
不
安
だ
。
リ
ー
ド
し
た
試
合
終

盤
は
大
塚
と
交
代
し
て
固
め
た
い
。
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今
年
の
観
戦
ポ
イ
ン
ト

お
節
介
ア
ド
バ
イ
ス

今
年
は
ど
ん
な
チ
ー
ム
？

●2007年スローガン
All Hands to The Flag！～結束、フラッグのために～

●昨年の総入場者数
1,349,656人

●本拠地
千葉マリンスタジアム
（収容人員30,011人、両翼99.5m、中堅122m）

●ファーム本拠地
ロッテ浦和球場

●ホームページ
http://www.marines.co.jp/

チームデータ TEAM DATA

CHIBALOTTEMARINES

2
0
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6
年
パ
・
リ
ー
グ
4
位
　
65
勝
70
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1
分

千
葉
ロ
ッ
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マ
リ
ー
ン
ズ

オーナー 重光　武雄

オーナー代行 重光　昭夫

球団代表兼球団社長 瀬戸山隆三

スカウティングスーパーバイザー 松本　尚樹

編成 嘉数　　駿

チーフスカウト 鈴木　皖武

スカウト 井辺　康二

永野　吉成

山下　徳人

山森　雅文

黒木　純司

調査 佐藤　幸彦

●1軍
監督 ボビー・バレンタイン 2

ヘッド兼外野守備
西村　徳文 78走塁兼三塁ベース

投手　 井上　祐二 79

打撃 高沢　秀昭 75

バッテリー 袴田　英利 85

ブルペン 荘　　勝雄 88

内野守備兼ベンチ フランク・ランペン 83

走塁兼一塁ベース 高橋　慶彦 87

ヘッドコンデショニング 立花　龍司 90

●2軍
監督 古賀　英彦 71

ヘッド兼内野守備走塁 佐藤兼伊知 76

投手 園川　一美 81

打撃 佐野　嘉幸 89

打撃補佐 平井　光親 72

バント兼外野守備走塁 諸積　兼司 73

バッテリー 吉鶴　憲治 77

◆主な球団スタッフ

観
戦
の

ツ
ボ

●
充
実
投
手
陣
に
若
手
の
伸
び
も

●
鷹
の
大
砲
加
入
で
主
軸
が
安
定

●
２
人
の
満
塁
男
の
台
頭
に
期
待

■本文中に登場する成績、記録は2006年のものです。




